
’
2８

黒
い
オ
ー
バ
ー
を
の
せ
、
顔
に
チ
ェ
ッ
ク
の
ス
カ
ー
フ
を
か
け
、

ひ
と
つ
の
ま
あ
る
い
ふ
く
ら
み
に
な
っ
て
い
た
。
ピ
ン
ク
の
布
団

の
裾
か
ら
黒
い
足
袋
が
ち
ら
り
と
の
ぞ
い
て
い
た
。

八
の
字
ヒ
ゲ
の
画
家
風
ル
ン
ペ
ン
、
昔
な
が
ら
の
和
服
じ
い
さ

ん
、
ブ
ラ
ウ
ス
を
前
後
反
対
に
着
た
り
、
帽
子
を
ヨ
コ
チ
ョ
に
か

鏡
っ
た
り
、
ど
こ
か
神
戸
的
（
？
）
セ
ン
裏
の
女
性
ル
ン
ペ
ン
ー

橋
押
Ⅷ
膿
静
瀦
溌
鱗
雌
瀦
瀦
氾

六
甲
お
ろ
し
に
も
め
げ
ず
健
在
。
年
の
頃
は
五
○
歳
位
か
？
二

人
と
も
同
じ
よ
う
に
顔
が
ひ
か
ら
び
同
じ
目
を
し
て
。

は
じ
め
、
花
時
計
向
い
三
和
銀
行
の
入
口
、
石
段
の
ぼ
っ
た
台

の
上
を
食
堂
に
、
ガ
ス
灯
に
似
た
二
灯
の
明
か
り
に
照
ら
さ
れ

て
、
弁
当
を
食
べ
た
り
、
炊
事
し
た
り
。
味
の
素
も
持
っ
て
い
る

そ
の
後
北
風
を
避
け
て
、
国
際
会
館
ア
ー
ケ
ー
ド
閉
店
後
の
シ
ャ

ッ
タ
ー
前
が
寝
所
。
重
ね
の
厚
着
に
背
を
こ
ご
め
、
無
言
で
ゆ
っ
く

り
と
動
く
様
子
は
鴨
井
玲
描
く
静
止
し
た
刻
の
よ
う
。
黒
の
ポ
ス

ト
ン
バ
ッ
グ
と
夜
具
の
包
み
が
持
ち
物
。
夫
は
大
き
な
黒
い
ガ
マ

ロ
を
出
し
て
、
お
金
を
妻
に
わ
た
し
た
。
妻
は
寝
床
の
準
備
を
始

め
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
に
ラ
ク
ダ
の
毛
布
一
枚
、
二
枚
、
三

枚
。
そ
の
上
に
ピ
ン
ク
の
薄
い
布
団
を
重
ね
る
。
そ
の
間
夫
は
ま

わ
り
を
じ
っ
と
見
回
す
。
紙
屑
一
つ
落
ち
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
じ
っ

と
見
つ
め
て
か
ら
、
ひ
ろ
い
、
車
道
ま
で
捨
て
に
行
く
。
キ
ャ
ラ

メ
ル
一
つ
の
包
み
で
も
見
逃
さ
ず
、
一
つ
一
つ
ひ
ろ
っ
て
は
捨
て

に
行
く
。
そ
の
内
ズ
ボ
ン
が
ず
り
落
ち
て
、
寒
風
に
裸
の
お
尻
が

顔
を
出
し
て
し
ま
っ
た
が
、
あ
わ
て
ず
紙
屑
ひ
ろ
い
。
絶
対
に
一

往
復
で
一
コ
し
か
ひ
ろ
わ
な
い
。
ト
イ
レ
は
交
差
点
の
曲
り
角
、

あ
と
、
ひ
と
ゆ
ら
す
で
も
な
く
…
・
・
・
家
路
急
ぐ
人
た
ち
に
背
を
向

け
て
、
無
限
に
続
く
時
間
を
お
し
み
た
く
使
う
。
妻
は
背
の
荷
を

ほ
ど
く
の
に
三
○
分
費
し
た
。

翌
晩
十
時
半
す
ぎ
、
国
際
会
館
前
、
ピ
ン
ク
の
ふ
と
ん
の
上
に
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ー

脱
マ
イ
ホ
ー
ム
を
は
か
る
三
宮
住
人
。

世
瞬
既
螺
詰
購
灘
諦
鮭
鋤
烈
趣
恥
懸

二
階
建
て
の
明
治
生
命
ビ
ル
、
大
丸
方
面
か
ら
歩
い
て
来
る
と
、

バ
ー
ン
の
束
の
空
に
ひ
び
え
る
。
夕
刻
〃
ね
、
夕
焼
け
映
っ
て
き

れ
い
ヨ
ノ
〃
を
ん
て
…
…
ウ
マ
イ
で
す
ね
え
。
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

塵 ■

ロ

]１
．４１１鐘M U D

n n p 0

掛服

U 鰹響？ 旦面？
畢払八

Ｊ‘Ｌ唇 園

。
た
だ
し
、

や
酒
の
み
。

１
２７

坐

Ｆ

Ｄ犀 Ｉ”
‐
匂

絶
灘
蕊
瀧
羨
粋
悪

に
「
混
々
」
と
学
生
ギ
ョ
ー
ザ
「
赤
万
」
支
店
が
隣
り
合
わ
せ
に

並
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
メ
ニ
ュ
ー
は
ギ
ョ
ー
ザ
、
ビ
ー
ル
、
冷

の
兵
庫
ト
ヨ
タ
、
北
野
の
山
並
さ
え
ぎ
っ
て
建
造
中
の
日
本
生
命

ビ
ル
、
最
近
大
き
な
ビ
ル
が
神
戸
の
街
に
も
多
く
な
っ
た
。

山陽新幹線。神戸で顔を出すのはホームの端から端までの間。

－
ミ
ー
・
ル
ッ
ク
に
続
い
て
ラ
ブ
・
ピ
ー

ア
ス
、
神
戸
の
街
に
も
氾
濫
、
バ
ッ
チ
を
服
や

か
ば
ん
に
つ
け
る
の
か
ら
、
ハ
ン
カ
チ
、
筆
箱
、
ノ

ー
ト
、
下
敷
、
袋
、
食
器
、
ま
り
、
紙
ば
さ
み
、
く

し
．
…
・
・
物
み
な
全
て
笑
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
反
戦

か
ら
生
ま
れ
た
流
行
。

さ
雌
鮮
撫
誌
鈴
漉
牌
蕊
虚

「
大
阪
的
で
嫌
い
」
と
世
評
様
々
だ
が
、
通
路
両
側

の
ウ
イ
ン
ド
ー
、
そ
の
店
の
セ
ン
ス
が
一
目
で
わ
か

る
。
「
前
は
ガ
ラ
ガ
ラ
だ
っ
た
の
に
、
こ
の
頃
は
昼
飯

食
べ
に
行
っ
て
も
、
満
員
で
ね
え
」
と
は
、
さ
ん
プ

ラ
ザ
階
上
に
勤
め
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。

連
絡
通
路
で
、
女
の
子
足
を
そ
ろ
え
て
、
そ
れ
を

男
の
子
が
手
を
引
っ
ぱ
っ
て
す
べ
っ
て
行
っ
た
。
靴

の
皮
底
の
ち
び
た
人
は
買
い
替
え
る
前
に
こ
こ
へ
来

よ
う
。
少
し
ぐ
ら
い
童
心
に
か
え
れ
る
ョ
。
少
し
水

を
ま
い
て
皆
で
す
べ
ろ
う
。
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ギ
ャ
ラ
リ
ー

☆
渦
人
展
の
な
か
か
ら

ギ
ャ
ラ
リ
ー
錦
で
哩
月
５
日
ま
で
開
か

れ
て
い
た
蝿
人
展
の
な
か
で
”
あ
る
芸

術
家
の
死
“
と
題
し
て
、
人
間
の
下
半

身
が
血
に
ま
み
れ
て
腫
い
て
あ
る
作
品

を
造
っ
た
橋
本
清
考
さ
ん
と
一
昼
夜
の

時
計
の
音
と
苦
痛
の
叫
び
声
を
記
録
し

た
白
井
あ
き
お
さ
ん
の
作
品
が
目
を
引

い
た
。
入
っ
た
と
た
ん
に
一
番
臭
の
黒

ワ
ク
の
ガ
ク
プ
チ
の
前
で
ご
焼
香
を
と

言
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
展
。
し橋本さんの作品の前で左･ 白井さん右･ 橋本さん

ＴＯＰＩＣＳ

豊蕊jｗ

醗麗３

》

☆
岡
田
淳
さ
ん
の
自
費
出
版
作
第
３
弾

〃
個
人
的
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
へ
の
挑
戦
″
完
成

ど
こ
ま
で
も
地
平
線
が
続
く
画
面
に
ポ

ッ
ン
と
男
が
ひ
と
り
現
わ
れ
て
、
だ
ま
っ

て
石
を
押
し
て
い
る
。
そ
ん
な
ス
ト
ー
リ

ー
で
始
ま
る
こ
の
絵
本
。
本
誌
の
連
載
マ

ン
ガ
「
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
」
も
終
っ
て
新
企
画

に
と
り
く
ん
で
い
る
岡
田
淳
さ
ん
が
、
哩

月
の
下
旬
、
「
星
ど
ろ
ぼ
う
」
か
ら
４
年
目

に
自
費
出
版
の
「
個
人
的
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
へ

の
挑
戦
」
と
い
う
絵
本
を
完
成
さ
せ
た
。

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
い
う
の
は
王
様
が
自
分

の
象
徴
の
た
め
に
沢
山
の
奴
隷
を
使
っ
て

つ
く
り
あ
げ
る
も
の
。
そ
れ
を
自
分
の
手

で
自
分
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
作
る
と
い
う
こ

と
。
も
し
か
し
た
ら
途
中
で
死
ぬ
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
作
り
あ
げ
る

鱗Ｉ鐸：蕊穂
週刊“月光仮面，, 編集者
村上知彦く 2 0 ＞

黒
い
コ
ー
ト
の
衿
に
な
に
や
ら

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
ほ
ど
こ
し
た
姿

で
、
足
音
を
し
の
ば
せ
る
よ
う
に

ゆ
っ
く
り
歩
く
の
が
彼
の
癖
ら
し

い
。関

西
学
院
大
学
２
年
生
、
夏
の

終
わ
り
に
少
女
の
ご
と
き
長
い
黒

髪
を
パ
ッ
サ
リ
切
り
落
し
た
。
週

刊
月
光
仮
面
に
登
場
す
る
Ｇ
Ｙ
Ａ

〃
大
学
で
一
番
髪
の
長
い
ヤ
シ
を

探
せ
〃
と
い
う
言
葉
も
通
じ
な
く

な
っ
た
訳
で
あ
る
。

ワ
ラ
版
紙
３
枚
程
、
ガ
リ
版
刷

り
の
手
作
り
ミ
ニ
コ
ミ
誌
。
”
年

の
哩
月
郵
日
創
刊
。
東
京
の
月
光

仮
面
（
黒
井
孝
人
氏
）
が
、
日
程

前
に
で
き
、
そ
れ
に
負
け
て
た
る

も
の
か
と
始
め
た
ら
し
い
八
元
祖

バ
ッ
ヂ
の
い
ろ
い
ろ

雲溌灘

欝雷
☆フアニー

’
2８

因

☆象や烏や口びるや足やアツ
プルやカンガルーやいろんな
バッヂを春のベストやかわい
いコートに付けて楽しんでみ
ては？ 月

光
仮
面
は
去
年
の
一
月
に
つ
ぶ

れ
る
Ｖ
そ
れ
ま
で
は
、
『
落
書
き

反
戦
』
を
名
乗
っ
て
い
て
、
お
も

に
ト
イ
レ
の
な
か
に
落
書
き
を
し

て
い
た
と
か
。
そ
の
痕
跡
は
欄

外
の
走
り
が
き
に
認
め
ら
れ
る
。

月
光
仮
面
や
、
谷
岡
ヤ
ス
ジ
の
マ

ン
ガ
あ
り
、
ナ
イ
ー
ブ
な
エ
ッ
セ

イ
あ
り
、
む
づ
か
し
い
社
会
論
あ

り
、
の
っ
て
し
ま
っ
た
走
り
が
き

あ
り
、
雑
然
と
大
学
の
生
活
を
書

き
つ
づ
け
て
い
る
感
な
き
に
し
も

あ
ら
ず
。
去
年
の
夏
に
は
東
京
の

読
者
を
一
人
づ
つ
訪
問
し
て
、
ま

た
ま
た
フ
ァ
ン
が
増
え
た
。
最

近
、
全
国
月
光
仮
面
共
闘
結
成
宣

言
を
ミ
ニ
コ
ミ
誌
ジ
ャ
ム
＆
バ
タ

ー
の
誌
上
で
行
っ
た
。

☆フアミリア
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必
砕

神大のオブジェ

ＤＲＥＡＭＥＲ

悪霊鍵議蕊驚蕊慧巽蕊謹１驚繍Ｉ

☆三愛

前岡治美さん( ニットテザｲ ﾅ ｰ ）
デリケートなセンスで大胆な
デザインのニット作品をつく
るジミーは目のきれいな人。
黒白のアトリエはちいちやく
･ て３人居ると満貝。お金を持
たせると一錘致らず使ってし
まう経済観念Ｏの彼女。ニッ
トのオーダーもやってくれる
ＴＥＬ5 ２１－７２５２

蕊
罰 と

い
う
幻
想
に
向
か
っ
て
い
る
。
そ
の
手

戸ざ
わ
り
み
た
い
た
も
の
を
表
わ
し
た
い
。

絵
本
中
、
他
の
男
が
一
人
の
男
と
同
じ
よ

う
に
何
か
を
押
し
て
る
の
も
形
は
違
う
け

れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
向
か
っ

て
い
る
ん
で
す
ョ
、
と
岡
田
淳
君
は
一
例

を
と
っ
て
こ
の
絵
本
の
内
容
を
説
明
し
て

く
れ
た
。
こ
の
絵
本
を
つ
く
る
の
に
経
済

的
な
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
最
初
の
案
か

ら
２
年
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

次
は
ち
ょ
っ
と
軽
い
も
の
を
や
り
た
い
と

の
こ
と
。
Ｊ
Ｕ
Ｎ
君
フ
ァ
ン
の
方
ぜ
ひ
買

う
く
し
／
・

お
求
め
は
神
戸
っ
子
編
集
室
八
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
２
２
１
）
７
０
３
７
Ｖ
ま
た
は
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
で
ど
う
ぞ
。
Ａ
４
版
黒
一
色

刷
り
。
定
価
五
○
○
円
、
一
○
○
○
部
限
定

画

Eｑ

★Ｋ, Ｋ･ ワールド

譲り1１
鯵

☆ブティック
アルフィ

☆
植
松
壷
二
個
展

ｎ
月
五
口
Ｉ
卵
日
、
大
阪
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
モ
リ
ス
フ
ォ
ー
ム
で
植
松
空
こ
さ
ん

の
個
展
が
開
か
れ
た
。

神
戸
大
学
教
養
学
部
の
一
隅
に
置
か
れ

る
オ
ブ
ジ
ェ
の
出
来
あ
が
る
過
程
を
写

真
で
表
わ
し
た
も
の
。

石
器
時
代
の
墓
ド
ル
メ
ン
に
越
せ
ら
れ

た
植
松
さ
ん
の
空
間
へ
の
挑
戦
は
次

々
と
展
岨
し
て
い
っ
て
い
る
。
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う
ど
ん
、
ぞ
う
水
、
お
む
す
び

赤
だ
し
付
が
い
づ
れ
も
五
百
円

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
ヤ
ン
グ
マ

ン
で
も
カ
ッ
コ
よ
く
楽
し
め
る

☆
地
中
海
風
の
花
屋
敷

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
ム
ー
デ

ィ
な
喫
茶
店
だ
っ
た
「
花
屋
敷
」

（
二
五
一
’
二
一
○
九
）
が
、

白
い
館
に
衣
が
え
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ナ
ブ
ル
な
プ
レ
イ
を
楽
し
む

店
に
な
っ
た
。
強
烈
な
ロ
ッ
ク

リ
ズ
ム
に
ゴ
ー
ゴ
ー
を
踊
り
ミ

デ
ィ
の
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
ウ
エ

ー
ト
レ
ス
が
サ
ー
ビ
ス
し
て
く

れ
る
。
十
二
時
か
ら
七
時
三
○

分
ま
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
（
コ
ー

ヒ
・
紅
茶
・
コ
ー
ラ
各
二
○
○

円
）
午
後
八
時
か
ら
午
前
二
時

ま
で
は
ド
リ
ン
ク
タ
イ
ム
（
チ

ャ
ー
ジ
三
百
円
、
水
割
オ
ー
ル

ド
五
○
○
円
、
ビ
ー
ル
三
○
○

円
）
で
バ
ン
ド
演
奏
が
は
じ
ま

る
。

☆
仏
薗
西
屋
、
和
薗
陀
屋
開
店

西
洋
舶
来
ム
ー
ド
を
創
る
の

が
お
得
意
の
エ
ド
ワ
ー
ズ
商
事

が
、
十
二
月
一
日
、
生
田
新
道

全
但
三
宮
営
業
所
東
隣
り
の
英

国
屋
山
側
に
、
洋
風
割
烹
「
和

蘭
陀
屋
」
（
量
三
二
一
’
○
二

三
○
）
を
一
階
に
、
二
階
三
階

は
、
洋
酒
扉
「
仏
蘭
西
屋
」
（
回

三
二
一
’
○
二
六
○
）
を
開
店

「
和
蘭
陀
屋
」
は
長
崎
の
和
蘭

陀
屋
敷
風
で
、
南
蛮
画
や
、
明

治
時
代
の
大
私
服
や
時
計
が
飾

ら
れ
た
異
国
情
緒
た
っ
ぷ
り
の

店
内
。
明
治
風
ス
テ
ー
キ
（
八

百
円
）
南
蛮
風
ス
ー
プ
（
三
百

円
）
に
白
鶴
（
三
百
円
）
の
生

一
本
、
天
沼
ピ
ア
ザ
ケ
（
三
百

ぐ
那
須
の
店
内

②
神
戸
う
ま
い
も
ん
と

ド
リ
ン
キ
ン
グ

レ
ス
ト
ラ
ン
〃
那
寿
″

ト
ア
ロ
ー
ド
高
架
少
し
上
る

Ｔ
Ｅ
Ｌ
３
９
１
．
１
８
７
３

んぴっと.い

衣

レンガがシックな仏蘭詣屋と和薗陀屋

円
）
オ
ー
ル
ド
ウ
イ
ス
キ
ー
Ｗ

（
六
百
円
）
等
と
い
っ
た
値
段

二
階
は
ス
タ
ン
ド
、
三
階
は

ク
ラ
ブ
の
「
仏
蘭
西
屋
」
は
、

ス
コ
ッ
チ
ウ
イ
ス
キ
ー
（
千
五

百
円
）
ブ
ラ
ン
デ
ィ
（
千
五
百

円
）
が
小
び
ん
で
で
て
く
る
。

ク
ラ
ブ
に
は
仏
蘭
西
の
泰
西
名

画
な
ど
が
か
か
っ
て
シ
ッ
ク
で

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
雰
囲
気
。
英
国

屋
と
ま
ら
ん
で
舶
来
横
丁
の
楽

し
さ
が
出
て
き
た
よ
う
だ
。

☆
安
ら
ぎ
の
灯
を

若
い
人
達
に
人
気
の
あ
る
ス

ネ
カ
ジ
リ
ッ
子
の
姉
妹
店
〈
鮎

燈
屋
〉
が
、
十
一
月
二
十
日
、

生
田
新
道
金
馬
車
の
束
の
小
路

を
北
に
入
っ
た
〃
れ
い
ん
ぼ
う

ピ
ル
〃
地
下
（
回
０
７
８
〈
３
３

１
〉
０
３
９
３
）
に
オ
ー
プ
ン
・

〈
鮎
燈
屋
〉
は
、
瓦
斯
灯
に
灯

を
点
し
て
廻
る
人
の
こ
と
で
昔

懐
し
瓦
斯
灯
（
元
京
都
・
日
本

銀
行
の
も
の
）
が
店
内
に
シ
ン

ボ
リ
ッ
ク
に
か
か
っ
て
い
る
。

ビ
ー
ル
（
二
五
○
円
）
フ
ィ

ー
ズ
類
（
四
○
○
円
よ
り
）
オ

ー
ル
ド
（
四
○
○
円
）

腹
ペ
コ
の
人
に
は
鮎
燈
屋
風

煮
込
ス
ー
プ
パ
ン
付
、
鍋
や
き

ン
フ
ァ
ム
（
７
０
０
円
）
ビ

ー
フ
フ
ロ
マ
ー
ジ
ュ
（
９
０

０
円
）
な
ど
が
お
得
意
料

理
。
ワ
イ
ン
は
シ
ャ
ト
ー
マ

ル
ゴ
ー
の
１
９
５
３
年
も
の

が
あ
る
。

昼
食
事
に
は
Ａ
ラ
ン
チ

（
２
６
０
円
）
と
Ｂ
ラ
ン
チ

（
４
０
０
円
）
が
好
評
。
ち

ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
な
夜
に
彼

と
二
人
で
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

１
３０

お
し
や
れ
た
エ
ト
ラ
ン
ゼ

が
通
う
ト
ア
ロ
ー
ド
の
レ
ス

ト
ラ
ン
那
寿
は
、
一
階
は
ハ

イ
セ
ン
ス
な
喫
茶
店
。
回
り

階
段
を
降
り
る
と
暖
か
い
雰

囲
気
の
レ
ス
ト
ラ
ン
。
フ
ラ

ン
ス
料
理
の
舌
ヒ
ラ
メ
の
ポ

花屋敷 ガス灯が楽しい黙燈屋

蕊

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



あﾉまして
おめどとう
ぎぎ' )さす

、

ケ
ム
フ
ブ
・
ガ
ー
デ
ニ
ア

旧
年
中
は
お
引
立
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
し
い
年
も
、
心
に
灯
り
を
と
も
す
よ
う
な
暖
た
か
い
店
づ
く
り
を
と

れ
が
っ
て
い
ま
す
。
相
も
変
わ
り
ま
せ
ず
ご
愛
顧
く
だ
さ
い
ま
せ
。

型曲

’
一
一
一
三
一
二
一
□
．
Ｅ
・
一
言
一
一
一 あ

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一
一
一

1３１

神戸市生田区中山手１丁目９１－７３
ＴＥＬ３３Ｉ－２３６１

⑳
ＳＮＡＣＫ

級 聡
三
宮
東
門
筋
・
中
島
ビ
ル
２
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
３
９
１
）
３
３
２
９
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く北欧ヴァイキング料理〉
200 O円く税込み〉

飲みほう這い(勇↓リラ鍵一ﾙ)+食べぼうだい
一品料理、日本酒も準備いたしております
同窓会など各種パーティにご利用ください

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
特
約
代
碑
二
旗

' ７２謹賀新年
●
お
酒
の
殿
堂

謹賀新年１９７２
酒類調味食品問屋
重神戸酒類販売株式会社
本店．生田区中山手通１丁目７６

ＴＥＬ(078)32 1- 0 20 1 (代表）
支店・西宮・垂水・兵庫

鰯…鞠眺望，
異カイサコトリー

三宮交通センタービル９ＦＴＥＬ( 3 9 ﾕ ) 3 7 0 5 ～６

凸

1３２
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だより
神戸百店会

一
階
は
モ
ー
ニ
ン
グ
、
留
袖

鴫
…
…
…
…
！
…
鵬
．
；
…
！
渡
辺
の
各
店
の
お
得
意
さ
ん
を

振
袖
が
。
三
階
は
お
色
直
し
の
集
め
て
の
こ
の
催
し
も
の
、
今

癖
準
試
掘
浄
在
程
却
鑑
坤
挙
錨
睡
誼
鐸
↓
叶
評
恥
恥
僻
瀞
榊
胆

衣
裳
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

か
け
、
盛
況
だ
っ
た
。
来
年
の

な
ど
冠
婚
葬
祭
の
衣
裳
が
そ
る

た
Ｃ

い
、
二
階
は
花
嫁
の
打
掛
や
お

ゆっくりと落着いて食享を

１
３３

１

花嫁要のウインドー

０
８
８
６
０

にぎやかなラウンドショップパザール

●
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

☆
哩
月
１
日
よ
り
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
烈
誹
本

社
が
久
留
米
営
業
所
を
開
設
し
ま
し
た

久
留
米
市
迩
町
四
丁
目
一
二
○
番
地
Ｔ

Ｅ
Ｌ
○
九
四
二
二
⑤
５
０
５
６
で
す
。

☆
ネ
ク
ノ
イ
の
元
町
バ
ザ
ー
が
Ｊ
・
コ

ン
ブ
才
‐
卜
〈
英
国
〉
の
ネ
ク
タ
イ
を

新
し
く
入
荷
し
ま
し
た
。
総
う
ら
ネ
ク

タ
イ
で
絹
で
も
新
し
い
加
工
を
さ
れ
た

素
材
を
つ
か
っ
て
あ
り
、
と
て
も
締
め

や
す
恥
の
が
特
徴
。
ネ
ク
タ
イ
の
柄
も

中
柄
で
と
て
も
シ
ッ
ク
で
す
。

★
舗
来
服
飾
雑
食
の
ヱ
ス
タ
ー
ニ
ュ
ー

ト
ン
（
ト
ア
ロ
ー
ド
）
に
ド
ラ
イ
バ
ー

向
け
の
煙
草
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
喪

に
磁
芯
が
か
く
れ
つ
い
て
て
金
属
面
に

ピ
タ
ワ
と
く
っ
つ
く
仕
掛
。
そ
の
反
対

側
に
は
温
度
計
も
つ
い
て
い
藍
す
。
赤

と
黒
の
皮
製
が
あ
っ
て
イ
タ
リ
ア
製
。

富
２
４
０
０
。

★
娩
人
・
紳
士
服
飾
セ
リ
ザ
ワ
が
大
阪

ミ
ナ
ミ
地
下
街
〃
虹
の
街
“
に
オ
ー
プ

ン
。
ゆ
っ
た
り
し
た
ス
ペ
・
‐
久
で
落
着

い
た
店
で
す
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６
．
２
１
３

◇
６
１
６
５
又
、
心
斎
綴
パ
ル
コ
に
も

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
６
ｏ

２
４
５
．
１
４
６
５
。

☆
婦
人
服
飾
の
ベ
ニ
ヤ
が
大
阪
ミ
ナ
ミ

地
下
街
準
虹
の
街
毎
に
あ
な
た
だ
け
の

白
い
お
へ
や
を
創
り
蓑
し
た
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
調
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
に
は
”
ア
ト
リ

エ
マ
リ
“
の
ス
ー
ツ
な
ど
ち
ょ
っ
ぴ
り

大
人
の
ム
ｉ
ド
の
商
品
を
揃
え
て
い
蓑

圭
且
⑨Ｔ

Ｅ
Ｌ
０
６
．
２
１
３
．
６
１
２
８

☆
ボ
ン
ヌ
ー
ル
写
真
室
で
は
、
”
・
訓

日
は
お
休
み
で
す
が
、
お
正
月
の
３
日

間
に
溌
梨
。
ふ
り
毛
で
姿
や
ご
譲
族
の

お
正
月
写
典
を
写
し
て
砿
い
か
が
で
し

ょ
う
○
愛
用
城
６
０
０
０
円
か
ら
で
す

☆
そ
ご
う
バ
レ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
新
春
バ

ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
は
一
月
十
八
日
に
熱
ニ

ュ
ー
ポ
ー
ト
＊
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。

舶
来
雄
武
、
イ
ン
テ
リ
ヤ
が
半
額
に
近

い
と
か
。
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零識

☆
神
戸
ま
つ
り
の
歌
と
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
決
ま
る

か
ね
て
公
募
中
の
神
戸
ま
つ

り
の
う
た
（
歌
詞
）
と
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
が
決
っ
た
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
七
五
九
点

音
頭
九
八
点
、
ヤ
ン
グ
む
け
歌

詞
一
四
一
点
の
応
募
の
中
か

ら
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
芦
屋

市
の
寺
戸
千
賀
子
さ
ん
（
加
才

学
生
）
の
作
品
が
採
用
と
決
ま

り
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
石
村
正
太

郎
氏
の
手
に
よ
っ
て
補
作
さ
れ

た
も
の
が
今
年
の
神
戸
ま
つ
り

か
ら
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。「

神
戸
ま
つ
り
音
頭
」
は
垂
水

区
の
井
上
美
恵
子
さ
ん
（
鍋
才
）

の
作
に
、
「
ヤ
ン
グ
む
け
歌
詞
」

新
し
く
決
ま
っ
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

F

１
３４

１

☆
浩
宮
さ
ま
、
神
戸
を
初
訪
問

岡
山
・
兵
庫
両
県
を
社
会
見

学
で
ご
旅
行
中
の
浩
宮
さ
ま
が

十
一
月
九
日
、
明
石
天
文
科
学

博
物
館
を
ご
見
学
の
後
神
戸
に

立
寄
ら
れ
た
。
九
日
の
夜
は
六

甲
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
泊

ら
れ
、
十
日
朝
か
ら
六
甲
高
山

植
物
園
を
見
学
さ
れ
た
後
、
日

本
一
長
い
六
甲
有
馬
ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
か
ら
紅
葉
の
美
し
い
六
甲

山
の
な
が
め
を
楽
し
ま
れ
た
。

そ
の
後
、
摩
耶
第
四
埠
頭
で
は

は
東
灘
区
の
安
藤
勝
之
さ
ん

（
誕
才
）
の
作
に
決
ま
り
、
前

者
は
中
村
茂
隆
氏
（
神
戸
大
助

教
授
）
、
後
者
は
小
曽
根
実
氏

（
ハ
モ
ン
ド
奏
者
）
に
よ
っ
て

作
曲
さ
れ
、
レ
コ
ー
ド
に
な

る
。今

年
の
神
戸
ま
つ
り
は
５
月

別
、
迦
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て

お
こ
な
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の

市
民
の
手
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

た
マ
ー
ク
と
う
た
が
、
新
し
い

神
戸
の
ま
つ
り
に
色
ど
り
を
そ

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
が
コ
ン

テ
ナ
を
連
ぶ
操
作
を
熱
心
に
ご

覧
に
な
っ
た
り
、
市
港
務
艇
「
お

お
わ
だ
」
で
神
戸
港
を
見
学
さ

れ
た
。
三
宮
駅
で
は
つ
め
か
け

た
八
百
人
の
お
見
送
り
の
人
が

き
に
手
を
振
り
、
軽
く
会
釈
さ

れ
て
拍
手
に
こ
た
え
ら
れ
、
Ｏ

Ｌ
た
ち
の
間
か
ら
も
「
ま
あ
、

か
わ
い
い
わ
」
と
い
う
声
が
あ

が
っ
て
い
た
。

☆
兵
庫
県
知
事
一
周
年
を
迎
え

た
坂
弁
さ
ん

金
井
県
政
の
あ
と
を
受
け
て

坂
井
知
事
が
フ
レ
ッ
シ
ュ
登
場

を
し
て
一
年
。
「
人
間
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
」
を
唱
え
て
〃
青
年
の

船
″
や
〃
兵
庫
県
文
化
祭
〃
〃
ち

; 鑓

＆

、
狸
》

分
Ｐ
負
璃; 灘

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

ン神戸港を見学中の浩宮さまと宮崎市長

第
五
回
献
金
使
途
決
定

い
つ
も
み
な
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
献
金
の
使
途
を
、
運
営
委

員
会
（
本
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
各
友
の

会
代
表
、
学
識
経
験
者
で
構
成
）
で
次

の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

総
額
、
百
七
十
万
円
（
今
震
で
四
回

分
の
累
計
六
百
三
十
万
円
）

①
第
五
回
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

賞
…
…
…
三
十
万
円
。

日
本
請
神
薄
弱
者
愛
護
協
会
を
通
じ

て
、
全
国
の
精
神
薄
弱
施
設
で
永
年
勤

続
し
、
陰
の
力
と
な
っ
て
献
身
的
に
こ

ど
も
の
た
め
に
勘
い
て
こ
ら
れ
た
職
員

に
表
彰
状
と
賞
金
を
噛
り
ま
す
。

②
地
域
社
会
啓
環
活
動
資
金
…
三
十

万
円
。
全
国
各
地
で
、
精
神
薄
弱
問
題

の
啓
蒙
を
よ
り
効
果
的
に
行
な
う
た
い

に
、
各
友
の
会
な
ど
の
活
動
を
強
化
助

成
す
る
資
金
で
す
。

③
広
報
啓
蒙
寅
金
．
．
…
…
，
九
十
万
円

本
迦
動
の
目
的
で
あ
る
糟
神
薄
弱
問

題
の
啓
嬢
活
動
を
推
進
す
る
資
金
で

す
。
連
動
の
し
お
り
や
ビ
ラ
の
費
用
、

唇
難
行
亭
の
費
用
な
ど
（
季
刊
五
万
部

発
行
）
で
す
。

④
事
務
所
運
営
資
金
・
・
・
…
二
十
万
円

本
運
動
の
噸
務
所
運
営
資
金
年
間
七

十
五
万
円
の
中
、
二
十
万
円
を
献
金
か

ら
補
助
し
藍
す
。

上
記
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

延
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

神
戸
市
合
葺
区
御
幸
通
八
の
九
の
一

神
戸
国
際
会
館
一
階
郵
便
局
前

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
二
五
一
）
八
一
六
一内

線
二
五
八

像弗鞘Ｆ

挨拶をする坂井県知事
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１
／
５
１
１
／
９

梅
田
佳
子
個
展
１
／
、
１
１
／
巧

堪
川
直
子
個
展
１
／
即
１
１
／
躯

☆
新
光
ギ
ャ
ラ
リ
ー

阪
神
美
術
作
家
協
会
会
員
展

１
／
６
１
１
／
皿

常
設
展
１
／
躯
１
１
／
型

山
手
短
大
美
術
部
ク
ラ
ブ
展

１
／
犯
１
１
／
犯

★
Ｋ
Ｏ
Ｏ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

児
童
絵
画
教
室
初
夢
展１

／
４
１
１
／
７

’
3５ １

／
釦
１
１
／
弱

そごう画廊で七識会のメンバー

半どんの会表彰パーティ還し景

が
十
一
一
月
三
日
夜
大
丸
神
戸
店
主
催
は
ア
カ
デ
ミ
ー
神
戸
ゆ

大
食
堂
で
恒
例
の
文
化
賞
表
彰
め
の
サ
ロ
ン
ピ
ア
ノ
教
室
（
柴

式
と
会
員
の
県
文
化
賞
の
お
祝
田
多
嘉
子
）
で
、
ピ
ア
ノ
曲
は

い
会
が
開
か
れ
た
。
子
供
た
ち
が
、
合
唱
は
湯
山
さ

ま
た
、
兵
庫
県
社
会
福
祉
協
ん
自
ら
の
指
揮
で
コ
ー
ロ
・
ポ

議
会
長
、
そ
の
他
社
会
福
祉
関
ル
テ
ニ
オ
が
稲
物
語
Ｌ
を
合
唱

係
の
委
員
長
と
し
て
献
身
さ
れ
し
、
最
後
は
、
子
供
達
の
質
問

た
朝
倉
斯
道
さ
ん
の
感
謝
の
会
に
、
湯
山
さ
ん
が
答
え
る
と
い

も
開
か
れ
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
う
音
楽
談
議
。
童
謡
「
あ
め
ふ

ト
と
し
て
、
批
評
家
と
し
て
、
り
く
ま
の
子
」
を
歌
唱
指
導
し

窪職難：議拳難蕊；霊素算美曹ム繊溌購驚皇謹濡鰐雛；廓′ド蕊＆鑑ド術

剰鍛謝瀞蕊‘瞬蕊
赤白大
木子野
球恵卜

子講
グ人造
ワ形花
シ展展
シ１１１
二／／／
２０１３１
１１１
１１１
／／／
２５１８１１

１
／
”
１
２
／
１
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神
戸
の
一
九
七
二
年
は
い

ま
ま
で
に
な
い
激
し
い
動
き

の
渦
中
に
巻
き
こ
ま
れ
る
も

の
と
予
測
さ
れ
る
。

港
都
、
神
戸
も
い
ろ
い
ろ

な
衣
替
え
が
行
わ
れ
そ
う
で

あ
る
。都

市
づ
く
り
も
い
れ
も
の

づ
く
り
は
三
年
、
五
年
と
い

っ
た
長
期
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

ど
し
ど
し
進
め
ら
れ
て
い
る

そ
れ
で
い
い
こ
と
だ
。

だ
が
、
大
切
な
の
は
文
化

環
境
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り

で
は
な
い
か
と
思
う
。

文
化
行
政
と
い
う
の
が
神

戸
市
だ
け
、
兵
庫
県
だ
け
で

て
会
場
全
員
が
合
唱
す
る
と
い

う
楽
し
い
雰
囲
気
。
ピ
ア
ノ
の

お
さ
ら
え
会
か
ら
一
歩
前
進
し

た
ユ
ニ
ー
ク
な
こ
の
会
は
、
子

供
達
に
と
っ
て
も
印
象
深
い
も

の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

☆
小
坂
務
作
曲
の

「
小
さ
な
ク
リ
ス
マ
ス
」
を

新
谷
の
り
子
が
唄
う

ク
リ
ス
マ
ス
を
日
本
の
歌
で

祝
お
う
と
い
う
わ
け
で
、
和
製

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
が
生
ま

れ
、
好
評
を
得
て
い
る
。

新
谷
の
り
子
が
吹
き
込
ん
だ

「
小
さ
な
ク
リ
ス
マ
ス
」
が
そ

れ
で
、
こ
と
し
を
初
年
度
に
し

て
五
カ
年
計
画
で
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
取
り
込
み
、
洋
稚
の
「
ホ

ワ
イ
ト
・
ク
リ
ス
マ
ス
」
「
ジ

ン
グ
ル
ベ
ル
」
を
し
の
ご
う
と

い
う
柵
想
の
も
の
。

新
谷
の
り
子
は
「
フ
ラ
ン
シ

い
よ
い
よ

文
化
の
年
に

一
九
七
一
年
十
二
月
三
十

一
日
の
夜
、
十
二
時
。
神
戸

港
に
停
泊
中
の
大
小
の
船
舶

が
い
っ
せ
い
に
汽
笛
を
鳴
ら

す
。
一
九
七
二
年
の
夜
明
け

で
あ
る
。

花時計

曇
１
ヌ
の
場
合
は
」
で
大
ヒ
ッ
ト

を
飛
ば
し
、
そ
の
後
は
労
音
を

中
心
に
し
た
坪
台
で
活
鍬
し
て

い
た
歌
手
。
約
一
年
ぶ
り
に
マ

ス
コ
ミ
に
カ
ム
バ
ッ
ク
し
た
だ

け
に
彼
女
も
大
張
り
切
り
、

レ
コ
ー
ド
は
Ａ
面
が
こ
の

「
小
さ
な
ク
リ
ス
マ
ス
」
で
、
作

詞
は
多
木
比
佐
夫
氏
（
豊
中
市
）

作
曲
は
小
坂
務
氏
（
西
宮
市
）
。

小
坂
務
氏
は
き
れ
い
な
メ
ロ
デ

ィ
ー
の
作
曲
家
と
し
て
注
、
さ

れ
て
は
い
た
も
の
の
マ
ス
コ
ミ

を
舞
台
に
す
る
の
は
は
じ
め

て
。

Ｂ
面
は
、
岩
谷
時
子
作
詞
、

い
ず
み
・
た
く
作
曲
の
超
大
物

コ
ン
ビ
で
、
「
小
さ
な
ク
リ
ス

マ
ス
」
の
よ
さ
を
認
め
て
、
御

大
い
ず
み
・
た
く
氏
が
自
ら
Ｂ

面
に
下
っ
た
と
い
う
い
わ
く
つ

き
の
も
の
。
す
で
に
ラ
ジ
オ
関

西
で
数
十
側
、
ｎ
Ｐ
Ｍ
で
十
数

回
放
送
さ
れ
て
い
る
。

日
本
人
に
日
本
の
ク
リ
ス
マ

ス
・
ソ
ン
グ
を
ｌ
と
い
う
こ

の
珍
し
い
企
画
、
ど
う
や
ら
静

か
な
ブ
ー
ム
を
起
こ
し
、
年
末

に
は
大
当
り
を
と
り
そ
う
な
気

配
が
十
分
。

ま
た
小
坂
さ
ん
は
十
二
月
十

三
日
「
ニ
ュ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
ジ
ャ

ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
リ
サ
イ
タ

ル
」
を
開
き
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
明
刊
か
ら
の
幸
せ
」
を
作
曲
、

神
戸
っ
子
の
麻
烏
千
穂
が
主
淡

し
て
楽
し
い
舞
台
を
く
り
ひ
ろ

げ
た
。

い
り
む
け
や
ｂ
ｐ
ｐ
Ｄ
■
Ｌ
ｐ
ｐ
Ｆ
■
■
Ｐ
■
■
■
■
０
■
０
０
０
ｐ
９
０
句
Ｃ
ｂ
ｂ
０
０
●
守
も
召
■
■
ｐ
ｑ
Ｐ
凸
■
自
自
４
▲

な
く
、
少
な
く
と
も
各
近
畿
一

地
域
で
か
な
り
活
溌
に
進
め
一

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
》

事
実
で
あ
る
。

た
だ
、
ど
こ
の
都
市
も
残
一

念
な
が
ら
行
政
、
先
行
型
の
一

施
策
が
多
く
て
、
ほ
と
ん
ど
一

が
文
化
行
政
の
あ
る
べ
き
姿
一

が
見
失
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
一

思
わ
れ
る
。

せ
め
て
、
兵
庫
県
な
り
神
一

戸
市
は
都
市
の
文
化
環
境
を
一

詳
細
に
検
討
し
て
長
期
に
わ
一

た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
編
成
し
一

て
、
市
民
先
行
の
行
政
、
文
一

化
行
政
を
進
め
て
も
ら
い
た
一

い
も
の
だ
。
（
Ｙ
）
一

,悪-J寧錘

★
鴨
居
羊
子
さ
ん
が
、
十
一
月
二
十
七

日
、
大
阪
北
に
未
来
を
先
ど
り
し
て
誕

生
し
た
新
し
い
す
ま
い
「
メ
タ
ボ
阪
急
」

の
１
階
に
、
パ
ザ
ー
ル
「
化
身
」
を
開

店
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ャ
ボ
ン
か
ら
ド
レ

ス
ま
で
、
文
化
の
中
心
地
か
ら
、
世
界

の
采
ま
で
の
品
々
を
揃
え
て
ヨ
ー
コ
・

フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
が
花
開
き
ま

す
。
住
所
は
大
阪
市
北
区
概
野
町
四
八

メ
タ
ポ
阪
急
１
Ｆ
電
三
七
二
’
八
八
九

九
で
す
。

☆
美
術
評
論
家
の
赤
根
和
生
さ
ん
が
、

こ
の
ほ
ど
「
ビ
ー
ト
・
モ
ン
ド
リ
ァ
ン

そ
の
人
と
芸
術
」
（
美
術
社
出
版
）
を

上
梓
さ
れ
、
わ
が
国
で
は
、
は
じ
め
て

発
売
以
来
早
く
も
好
蕃
と
秤
が
立
っ
て

い
ま
す
。
十
二
月
十
五
日
に
は
貿
易
セ

ン
タ
ー
ピ
ル
ニ
十
四
階
パ
ー
ク
で
、
出

版
記
念
会
を
か
ね
た
忘
年
会
が
開
か
江

ま
し
た
。
ま
た
近
々
二
世
誕
生
と
か
で

地
々
お
若
い
赤
根
さ
ん
で
す
。

★
十
二
月
二
日
故
河
上
丈
太
郎
追
伸
七

周
年
記
念
染
会
が
、
成
田
知
巳
、
河
野

密
氏
を
招
い
て
河
上
民
雄
さ
ん
と
共
に

丈
太
郎
偲
慈
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

★
元
町
南
京
町
の
元
祖
豚
鰻
頭
「
老
祥

紀
」
さ
ん
か
ら
、
十
一
月
よ
り
、
宇
治
川

商
店
街
（
生
超
区
楠
町
一
丁
目
二
六
の

一
一
○
電
三
四
一
’
○
四
三
四
）
に
も
新

し
く
開
店
し
、
伝
統
六
○
年
の
味
を
ご

世
味
下
さ
い
と
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

☆
イ
ン
テ
リ
ア
・
フ
ラ
ワ
リ
ン
グ
の
長

浜
律
子
さ
ん
が
、
十
二
月
一
日
よ
り
、

元
町
フ
ア
ー
ス
ト
ピ
ル
（
元
町
一
丁
目

躯
二
つ
茶
屋
西
隣
電
三
三
一
’
一
七
一

二
）
五
階
に
元
町
教
室
を
オ
ー
プ
ン
さ

れ
寵
し
た
。
十
四
・
十
五
・
十
六
日
の

三
日
間
は
、
な
が
は
ま
フ
ラ
ワ
ー
作
品

展
示
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。

☆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
中
西

省
吾
さ
ん
が
、
十
二
月
三
日
ト
ァ
ロ
ー

ド
に
、
サ
ロ
ン
・
デ
・
モ
ー
ド
・
ナ
カ

ー
ー
シ
を
一
階
に
サ
ロ
ン
を
二
階
に
、
三
、

四
階
は
工
場
と
五
階
は
自
室
と
中
西
ピ

ル
を
建
築
。
ト
ア
ロ
ー
ド
に
新
風
を
そ

え
ま
し
た
。

小坂務さん

’
3８

【
○
国
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○
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本場の味

〆 ＝'匙￥

雄
補

おいしさ力雰
口いつ’まいに

ひろ力寄る．．…。
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歌
誌
『
せ
せ
ら
ぎ
』
主
牌
様

突
然
に
こ
の
よ
う
な
匿
名
の
お
手
紙
を
差
上
げ
ま
す
失
礼
を

幾
重
に
も
お
詑
び
い
た
し
ま
す
。
私
は
貴
誌
と
は
直
接
の
つ
な

が
り
は
無
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
身
の
内

に
ほ
と
ば
し
る
正
義
感
と
、
あ
る
複
雑
な
、
し
か
も
激
し
い
感

情
に
つ
き
動
か
さ
れ
て
、
ペ
ン
を
取
り
ま
す
。
い
ま
あ
な
た
様

に
お
手
紙
を
し
た
た
め
ま
す
こ
の
私
の
手
を
支
え
て
お
り
ま
す

の
は
、
私
自
身
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
黒
い
魔
性
の
力
が
、
私

の
手
を
遮
二
無
二
、
動
か
し
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
書
い
た
と
き
、
佳
の
右
手
は
激
し
く
震
え
た
。

ｌ
止
せ
．
佳
／
お
前
の
骨
肉
で
は
厳
い
か
．

胸
の
洞
の
奥
深
く
か
ら
厭
き
か
け
て
く
る
強
い
声
が
あ
る
。
佳

は
、
そ
の
声
を
断
ち
切
る
よ
う
に
、
強
く
か
ぶ
り
を
振
っ
た
。

ｌ
だ
っ
て
、
パ
パ
が
あ
ん
ま
り
可
哀
そ
う
藍
ん
だ
も
の
．

あ
ら
す
じ
二
年
前
短
期
大
学
を
卒
業
し
た
佳
は
、
母
面
子
と
の
生
活
に
息
づ
ま
り
を

感
じ
、
米
国
系
海
巡
会
社
の
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
に
勤
め
に
出
る
こ
と
に
し
た
。
あ
る
日
佳

は
願
成
寺
の
墓
地
の
暗
が
り
で
会
っ
た
村
重
船
長
と
名
の
る
圭
人
か
ら
、
偶
然
自
分
の

父
村
林
裕
作
の
過
去
を
知
る
。
そ
の
父
が
久
し
ぶ
り
に
航
海
を
終
え
て
神
戸
に
帰
っ
て

き
た
。
が
、
母
閲
子
の
冷
た
い
態
度
に
佳
の
心
は
複
雑
だ
っ
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
佳

は
新
聞
に
閲
子
の
短
敬
が
戦
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
る
が
、
ま
さ
し
く
そ
れ
は
裕
作
の

初
恋
の
女
性
、
故
由
佳
子
の
短
歌
の
盗
作
で
あ
っ
た
。

修
羅
３

小
山
牧
子

え
・
石
阪
春
生

口
連
載
小
説
〈
虹
〉

キ
ホ
Ⅱ
ノ
シ
タ
ン
の
墓

涙
が
佳
の
両
頬
に
筋
を
引
い
て
流
れ
た
。

居
間
の
紋
種
の
上
に
う
つ
伏
し
た
父
は
、
佳
の
力
だ
け
で
は
動

か
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
。
蘭
子
の
力
を
借
り
よ
う
に
も
、
自
室
に

引
き
と
る
と
き
に
見
せ
た
裕
作
へ
の
侮
蔑
に
み
ち
た
表
情
を
お
も

い
だ
す
と
、
頼
み
に
行
く
勇
気
も
出
な
い
。
で
、
仕
方
な
く
、
紋

篭
の
上
に
広
が
る
汚
物
を
拭
き
取
り
、
す
ぐ
に
他
愛
な
く
眠
り
込

ん
で
し
ま
っ
た
ら
し
い
裕
作
の
身
体
に
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
を
掛
け
、

佳
も
ま
た
自
室
に
引
き
と
っ
た
の
で
あ
る
が
、
眠
れ
そ
う
に
も
な

か
っ
た
。
館
を
と
り
朋
む
深
い
森
の
静
寂
が
、
奇
妙
な
ざ
わ
め
き

の
波
調
で
佳
の
耳
に
伝
わ
り
、
佳
を
い
ら
だ
た
せ
る
。
眠
ら
れ
ぬ

ま
ま
に
、
佳
は
輝
猛
な
獣
に
似
た
心
を
抱
い
て
部
屋
の
中
を
歩
き

ま
わ
っ
た
。
猛
々
し
い
心
と
は
対
照
的
に
、
柔
ら
か
い
感
性
の
部

分
は
、
父
が
帰
館
し
た
夜
、
娘
に
触
れ
た
あ
の
優
し
い
掌
の
感
触

を
お
も
い
だ
し
て
い
た
。
あ
の
夜
の
記
憶
は
、
背
徳
の
情
念
と
な

っ
て
、
佳
の
身
体
を
熱
く
火
照
ら
せ
た
り
も
す
る
の
だ
。
が
、
猛

々
し
い
心
の
方
は
、
父
へ
の
愛
が
嵩
じ
れ
ば
嵩
じ
る
ほ
ど
、
そ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
強
さ
で
母
の
蘭
子
を
憎
ん
で
い
た
。
こ
の
荒
れ
る

獣
の
よ
う
な
苦
し
い
心
を
、
館
を
囲
む
深
い
静
ま
り
返
っ
た
森
の

奥
に
追
い
放
し
て
や
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
否
で
あ
る
。

ｌ
馬
鹿
ら
し
い
。
何
が
伝
統
に
生
命
を
吹
き
込
む
ん
だ
．
撫
作

と
い
う
最
も
恥
ず
べ
き
行
為
さ
え
も
、
ね
じ
く
れ
た
理
窟
を
つ
け

幻

■

１
３８

１
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１
３９

１

b

剛
子
に
あ
る
。
そ
う
だ
、
剛
子
に
あ
る
の
だ
。

す
べ
て
の
原
因
が
母
の
附
子
に
あ
る
と
い
う
発
想
が
、
少
し
大

仰
に
過
ぎ
る
と
気
付
い
た
と
し
て
も
、
佳
は
今
夜
、
酔
い
つ
ぶ
れ

た
父
を
蘭
子
が
辱
し
め
た
、
そ
の
こ
と
の
た
め
だ
け
に
で
も
、
父

に
代
っ
て
の
復
讐
を
お
も
い
立
っ
た
で
あ
ろ
う
。

散
漫
と
散
ら
ば
っ
て
い
た
剛
子
へ
の
憎
悪
が
、
尖
っ
た
結
晶
体

が
ゆ
っ
く
り
と
同
じ
方
向
へ
施
回
し
は
じ
め
、
施
回
し
な
が
ら
一

つ
の
堅
い
大
き
な
核
へ
と
凝
縮
し
て
ゆ
く
あ
の
同
じ
運
動
律
で
、

憎
悪
は
復
讐
と
い
う
恐
ろ
し
い
想
念
へ
と
凝
縮
し
て
ゆ
く
の
だ
。

窓
外
で
は
、
雨
気
を
含
ん
で
垂
れ
込
め
て
い
た
乳
色
の
大
気

が
、
目
に
見
え
る
速
さ
で
動
い
て
い
る
。
乳
色
の
大
気
も
ま
た
、

同
じ
一
つ
の
方
向
を
指
し
て
渦
を
作
っ
て
い
る
。
や
が
て
、
天
を

大
き
く
切
り
裂
い
て
降
る
か
と
お
も
え
る
蝶
雨
が
大
地
を
襲
う
の

だ
ろ
う
。

佳
は
、
再
び
ペ
ン
を
取
っ
て
書
き
は
じ
め
た
。

ほ
か
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
い
ま
歌
を
詠
む
人
達
の
話
題
に

登
っ
て
お
り
ま
す
村
林
朋
子
の
新
作
に
つ
い
て
な
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。あ

の
歌
は
、
ほ
ん
の
少
し
言
葉
の
ア
ヤ
を
変
え
た
だ
け
の
盗

作
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

村
林
剛
子
の
作
と
な
っ
て
お
り
ま
す
歌
の
本
当
の
作
者
は
、

古
く
か
ら
歌
作
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
方
々
の
中
に
は
記
憶
し

て
お
ら
れ
る
方
も
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
が
、
二
十
五
年
も
以

前
に
世
を
去
っ
た
、
姓
は
ま
だ
知
る
機
会
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん

が
由
佳
子
と
い
う
名
の
歌
人
で
あ
り
ま
す
。

由
佳
子
と
い
う
人
は
、
長
く
病
床
に
あ
っ
て
歌
作
に
励
ん
だ

人
で
あ
り
ま
す
た
め
か
、
他
と
は
比
べ
よ
う
の
な
い
ほ
ど
の
抜

き
ん
で
た
才
能
の
持
主
で
あ
り
な
が
ら
、
表
面
に
立
っ
た
活
動

を
好
ま
ず
、
作
品
も
古
い
日
記
帳
の
中
に
埋
も
れ
て
い
る
場
合

が
多
い
の
で
、
村
林
蘭
子
と
い
う
売
名
乞
食
の
よ
う
友
歌
詠
み

の
餌
食
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
由
佳
子
は
、
村
林
蘭
子
と
は

比
べ
よ
う
も
な
い
ほ
ど
に
心
の
清
ら
か
な
、
身
近
に
い
る
人
々

に
も
細
や
か
を
愛
情
を
注
ぐ
人
で
あ
っ
た
と
、
古
い
記
録
に
残

っ
て
お
り
ま
す
。

て
正
当
化
す
る
、
マ
マ
の
ぬ
け
ぬ
け
と
し
た
波
淵
さ
は
許
せ
な

い
。
パ
パ
と
同
じ
よ
う
に
、
わ
た
し
だ
っ
て
絶
対
に
許
せ
た
い
／
，

い
つ
か
蘭
子
に
対
す
る
憎
悪
は
、
佳
の
胸
の
う
ち
で
一
点
に
凝

縮
し
は
じ
め
て
い
た
。

Ｉ
盗
人
獄
々
し
い
に
も
ぼ
ど
が
あ
る
．
気
の
弱
い
パ
パ
が
悪
酔

い
し
て
し
ま
う
の
当
り
ま
え
だ
わ
。

佳
は
、
父
の
標
々
し
か
っ
た
日
々
を
お
も
い
返
し
て
い
た
。

巨
船
を
港
の
頑
丈
な
両
腕
の
中
に
ゆ
だ
ね
、
ラ
ン
チ
ポ
ー
ト
か

ら
若
い
獣
の
よ
う
に
敏
捷
な
身
の
こ
な
し
で
岸
壁
に
飛
び
あ
が

り
、
黒
い
が
っ
し
り
と
し
た
シ
ル
エ
ッ
ト
を
佳
に
近
ず
け
頬
笑
み

か
け
る
。
長
い
航
海
を
無
事
に
終
え
、
重
責
を
果
た
し
た
自
負
に

ふ
く
ら
ん
で
い
る
生
気
に
み
ち
た
父
。
佳
は
、
そ
こ
に
い
つ
も
理

想
の
男
を
見
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
が
、
そ
の
父
が
、
な

ぜ
あ
れ
ほ
ど
挫
け
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
す
べ
て
の
原
因
は
、
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佳
を
か
り
た
て
、
こ
の
よ
う
意

手
紙
を
書
か
せ
い
い
た
の
は
、
佳
自
身
の
心
で
は
な
い
よ
う
で
あ

っ
た
。
春
の
初
め
か
ら
の
数
々
の
事
件
が
、
緊
密
に
結
び
あ
い
重

な
り
あ
っ
て
、
一
人
の
人
間
を
奈
落
へ
と
追
い
込
ん
で
ゆ
く
。
佳

は
、
何
者
か
、
人
間
以
外
の
邪
悪
な
力
に
よ
っ
て
そ
の
宿
命
の
道

を
歩
か
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

ｌ
パ
パ
、
可
哀
そ
う
を
パ
パ
。
い
つ
も
マ
マ
に
や
り
込
め
ら
れ

て
ば
か
り
い
る
パ
パ
に
、
久
し
ぶ
り
で
溜
飲
を
下
げ
さ
せ
て
あ
げ

る
わ
。こ

の
投
書
が
東
京
へ
送
ら
れ
、
歌
誌
『
せ
せ
ら
ぎ
』
の
主
幹
の

目
に
止
ま
っ
た
な
ら
、
蘭
子
は
な
ん
等
か
の
制
裁
を
受
け
る
だ
ろ

う
。
蘭
子
が
生
命
よ
り
大
切
に
お
も
っ
て
い
る
名
声
を
剥
ぎ
取
ら

れ
る
日
が
、
近
く
来
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
一
人
の
世
に
認
め
ら
れ
た
歌
人
を
葬
る
か
も

知
れ
ぬ
重
大
事
実
を
、
匿
名
と
い
う
卑
劣
な
方
法
で
あ
ば
く
私

の
人
格
へ
の
疑
問
を
ま
ず
お
持
ち
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
ま
す

が
、
い
ま
は
私
の
名
を
明
か
す
こ
と
も
、
こ
れ
を
書
く
に
至
っ

た
動
機
を
語
る
こ
と
も
致
し
か
ね
ま
す
。
し
か
し
、
私
が
村
林

蘭
子
と
き
わ
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す
。

た
だ
一
つ
、
私
が
自
分
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
は
、
私
が
悪

を
憎
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
才
能
の
と
ぼ
し
い
人
間
が
、

世
に
の
さ
ば
る
こ
と
を
見
か
ね
て
の
行
為
で
あ
る
と
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
か
。
念
の
た
め
に
申
し
て
お
き
ま
す
が
、
こ
の
密
訴

は
決
し
て
嫉
妬
か
ら
で
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、

私
は
村
林
剛
子
の
歌
仲
間
で
は
な
い
わ
け
で
す
。

私
が
お
知
ら
せ
し
た
秘
密
を

裏
付
け
る
た
め
に
、
由
佳
子
が

残
し
た
手
記
ノ
ー
ト
を
封
入
い

た
し
ま
す
。
蘭
子
が
発
表
し
た

近
作
と
全
く
同
じ
歌
が
、
手
記

の
中
に
ち
り
ば
め
ら
れ
、
清
測

な
光
を
放
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
目
を
お
止
め
下
さ
い
。

’
4０

失
意
の
蘭
子
に
は
、
豪
華
な
羽
根
を
む
し
り
取
ら
れ
震
え
て
い

る
孔
雀
に
似
た
滑
稽
さ
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ｌ
そ
の
と
き
は
ね
、
パ
パ
。
男
ら
し
い
大
様
さ
で
マ
マ
を
許
し

て
あ
げ
な
さ
い
。
誰
に
も
相
手
に
さ
れ
な
く
な
っ
た
マ
マ
に
は
、

パ
パ
の
慰
め
だ
け
が
必
要
に
な
る
わ
。
そ
う
な
れ
ば
き
っ
と
、
マ

マ
は
館
に
閉
じ
込
も
り
、
ま
た
以
前
の
よ
う
に
蕎
識
つ
く
り
に
励

ん
だ
り
、
読
書
を
し
た
り
の
日
常
を
取
り
戻
す
で
し
ょ
う
。
だ
か

ら
、
ね
。
わ
た
し
の
や
り
方
は
少
し
き
た
な
い
よ
う
だ
け
ど
、
パ

パ
と
マ
マ
の
関
係
を
逆
点
さ
せ
る
に
は
、
こ
の
方
法
し
か
無
い

の
。
パ
パ
の
夫
復
権
の
た
め
に
は
、
荒
療
治
も
必
要
よ
・

佳
は
、
匿
名
投
書
と
い
う
形
の
一
枚
の
書
信
が
、
佳
た
ち
一
家

を
最
も
残
酷
な
形
で
引
裂
く
メ
ス
に
な
ろ
う
と
は
、
お
も
っ
て
も

書
と
い
う
行
為
の
背
後
に
ひ
そ

む
何
者
か
の
意
志
に
、
な
ぜ
と

い
う
疑
問
符
を
た
た
き
つ
け
ず
に
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

な
ぜ
、
深
夜
の
願
成
寺
へ
た
ど
行
っ
た
の
か
？
な
ぜ
、
老
人
と

知
り
合
い
、
由
佳
子
と
父
の
秘
密
を
知
っ
た
の
か
？
な
ぜ
由
佳
子

の
手
記
を
読
ん
だ
の
か
？
あ
の
手
記
さ
え
読
ま
ず
に
す
ま
せ
て
い

た
ら
…
…
。
が
、
佳
は
読
ん
だ
の
だ
。
い
ま
、
何
者
か
に
読
ま
せ

ら
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
そ
れ
は
、
誰
だ
。
誰
だ
／
，

突
然
に
畷
雨
が
き
た
。
そ
れ
ま
で
静
ま
り
返
っ
て
い
た
森
や
大

地
が
い
っ
せ
い
に
ざ
わ
め
き
立
ち
、
鎧
戸
を
は
ず
し
て
い
る
窓

に
、
滝
の
よ
う
に
雨
水
が
流
れ
落
ち
た
。
窓
辺
に
立
つ
と
、
漆
黒

の
虚
空
に
煎
り
つ
け
る
よ
う
に
激
し
く
雨
が
鳴
っ
て
い
る
。
や
が

て
、
白
い
尖
光
が
漆
黒
の
虚
空
を
裂
き
、
遠
く
か
ら
雷
鳴
が
響
き

渡
っ
て
き
た
。

み
な
か
っ
た
。
軽
卒
に
、
楽
観

的
に
、
す
べ
て
が
徒
の
企
ん
だ

通
り
に
運
ん
で
ゆ
く
と
考
え

る
、
ま
だ
子
供
の
世
界
か
ら
抜

け
切
れ
な
い
で
い
ら
だ
っ
て
い

る
佳
で
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
の

事
件
が
落
着
し
た
あ
と
、
錯
乱

し
た
気
持
の
ま
ま
で
、
こ
の
投
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☆新しい関西を創造する総合雑誌

オール関西
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☆1 9 7 2 年の国際政局を語る
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め
た
の
で
あ
ろ
う
。

佳
が
投
書
と
由
佳
子
の
手
記
を
投
函
し
て
か
ら
一
週
間
が
経
つ

か
経
た
ぬ
あ
る
日
、
『
せ
せ
ら
ぎ
』
短
歌
会
委
員
全
員
の
連
名
に

な
る
会
か
ら
の
除
名
通
達
が
、
蘭
子
あ
て
に
届
い
た
の
で
あ
る
。

更
に
そ
れ
だ
け
で
は
心
が
お
さ
ま
ら
な
か
っ
た
の
か
、
主
幹

は
、
大
新
聞
の
例
の
蘭
子
の
雄
作
々
品
を
れ
い
れ
い
し
く
掲
載
し

て
し
ま
っ
た
短
歌
、
宗
教
の
特
集
ペ
ー
ジ
に
三
分
の
一
ほ
ど
の
紙

而
を
さ
い
て
、
短
歌
の
盗
作
問
題
に
関
す
る
エ
ッ
セ
ー
を
発
表
し

た
。
そ
の
エ
ッ
セ
ー
の
中
で
は
、
具
体
的
に
名
前
ま
で
あ
げ
て
戦

後
、
宮
廷
の
歌
会
で
最
後
の
選
に
残
っ
た
作
品
が
盗
作
で
あ
っ
た

こ
と
左
ど
及
ぶ
か
ぎ
り
に
書
き
、
当
然
、
蘭
子
の
事
件
も
大
き
く

取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

短
歌
と
い
う
文
学
ジ
ャ
ン
ル
が
、
年
と
共
に
華
や
か
な
世
の
脚

光
を
あ
び
る
存
在
か
ら
、
第
二
芸
術
的
な
自
己
充
足
的
な
弱
い
存

在
に
ず
り
落
ち
て
ゆ
く
こ
と
に
い
ら
だ
ち
、
新
し
い
才
能
が
育
た

ぬ
こ
と
を
憤
っ
て
い
た
血
の
熱
い
主
幹
の
盗
作
事
件
を
裁
く
筆
に

は
、
な
ん
と
強
い
侮
蔑
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
。
特
に
期
待

を
か
け
て
い
た
蘭
子
に
対
す
る
裁
き
は
き
び
し
く
、
蘭
子
は
こ
の

過
ち
に
よ
っ
て
、
完
全
に
短
歌
界
か
ら
抹
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
（
つ
づ
く
）

1４１

一
瞬
、
光
の
中
に
浮
き
あ
が
る
森
と
空
と
樹
木
た
ち
。
凝
視
す

る
佳
の
目
に
、
森
は
黒
々
と
う
ね
り
、
そ
の
森
を
包
む
よ
う
に
、

雲
は
厚
く
低
く
垂
れ
込
め
て
い
る
。
風
景
は
、
す
ぐ
に
闇
に
の
ま

れ
、
や
が
て
再
び
白
い
尖
光
が
闇
を
裂
き
、
風
景
を
浮
き
あ
が
ら

せ
る
。
そ
れ
は
、
梅
雨
明
け
を
知
ら
せ
る
雷
雨
で
あ
っ
た
。

窓
外
の
風
景
に
、
何
常
目
か
に
光
が
み
ち
た
と
き
、
浮
き
あ
が

っ
て
は
消
え
る
樹
木
や
森
の
姿
を
あ
き
ず
に
凝
視
し
て
い
た
佳

は
、
狂
っ
た
女
の
髪
の
毛
を
連
想
さ
せ
て
乱
れ
る
樹
木
の
梢
を
巧

み
に
す
り
抜
け
て
飛
ぶ
黒
い
烏
の
姿
を
見
た
と
お
も
っ
た
。

Ｉ
あ
れ
は
、
脇
坂
紫
峰
の
九
官
鳥
ノ

弔
旗
の
断
片
の
よ
う
だ
っ
た
烏
の
骸
を
お
も
い
起
し
な
が
ら
標

然
と
す
る
佳
は
、
右
手
に
し
っ
か
り
と
書
き
あ
げ
た
ば
か
り
の
投

書
を
握
り
し
め
て
い
た
。
佳
が
烏
の
姿
と
見
た
黒
い
影
は
、
吹
き

は
じ
め
た
風
と
激
し
い
雨
の
中
に
そ
ぐ
わ
ぬ
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動

き
で
、
佳
の
視
界
か
ら
消
え
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
あ
た
か

も
、
佳
を
手
招
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
罪
の
意
識
も
な
く
、
佳
が
放
っ
た
黒
い
矢
は
、
適

確
に
中
央
の
短
歌
界
に
君
臨
す
る
歌
誌
『
せ
せ
ら
ぎ
』
の
主
枠
を

刺
し
た
。
す
で
に
初
老
に
近
い
男
で
あ
っ
た
が
、
眼
光
畑
々
、
ま

だ
激
し
く
怒
る
若
い
心
を
持
っ
て
い
る
主
幹
は
、
蘭
子
の
盗
作
事

件
を
、
佳
が
予
想
し
て
い
た
よ
り
も
は
る
か
に
価
激
的
に
受
け
止
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元町４丁目ＴＥＬ( 3 4 1 ) 7 2 9 0
三 恵洋服店

太田篭甲店

ご響箪

元町１丁目ＴＥＬ( 3 3 1 ) 6 1 9 5

イズ

あけましておめでとうございます

サ 「
』
里
■
■
町
‐

売

蝦鵬員怖詠

j ､ 毒物の山下
きい港舗に罰卯包城

ハイセンスの紳士服で最高のおしゃれを／躍実正札完全冷暖房
静かに愚選びの出来る店

神戸三宮センター街ＴＥＬ( 3 9 1 ) 0 2 5 6

蕊謂鴬蕊懇

元町３T E L ( 3 2 1 ) 0 3 5 6

ＭｒｂＫｅｎｔ

ｃａｍｅｔｏＫｏｂｅ

流行に左右されない
本来のオシャレ
それがK e n t です
シックな

スコッチ風の店舗
それがFunakIyaです

1４２くつ甲美術品とアクセサリーの専門店
砿ｅｍｔｓｈｏｐ

園F 目囲嗣
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麺ＩＦＪ

蕊綴

高級紳士服専門店
Ｐ

神 戸テーラーむゃ
さっ

;ばとり
んフ
かま
つい

あけましておめでとうございます

現代の

さんちかメンズタウンＴＥＬ( 3 9 1 ) 0 3 8 8
生田区北長狭通2 ( 阪急西口) ＴＥＬ( 3 3 1 ) 2 8 1 7 . 3 1 7 3

鱗＃

1４３

感
薮
》

で
ん
わ
。
皿
’
三
七
七
一

弧
’
○
六
三
四

皿
’
○
六
三
五

噂

コンタクトレン
日本コンタクトレンズ協会会員

国際コンタクトレンズ研究所
神戸市葺合区御幸通八丁目九ノー（三宮駅前）
神戸国際会館内ＴＥＬ( 2 5 1 ) 8 1 6 1 . （2 3 1 ) 2 5 7 0

お
も
ち
ゃ
の
カ
ヌ
ヤ

三
宮
方
面
で
の
お
買
輪
は
。
…
。
．

三
宮
店
セ
ン
タ
ー
椅
大
洋
劇
場
東
隣
剛
４
９
６
９

元
町
店
元
町
通
３
丁
目
山
側
洲
０
０
９
０

バ
ン
ブ
ウ
店
元
町
通
１
丁
目
不
二
家
前
Ⅲ
０
７
．
６
８

あけまじておめ電とうござ嵐ます" “
鵠A

本年もどうぞよろしく

美しさを保つ
スポーツに
美容に

科学が生んだ
タクトレンズ

錘
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U繊
自

賀正、

144

勤
４
塁
綴.$

本年もどうぞよろしく
お願いいたします。
１９７２年旭旦

サ
ン
ト
鵜
ノ
ー
レ

ヌ学ﾖ ＜一ノレ

神戸･ 市生田区北長狭通２~ 丁目１４

Ｆｈｏｎｅ３３１－９００５

ト
ア
ロ
ー
ド
（
３
９
１
）
３
８
２
２

．
』
野
農
撫
勧
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ムダ

_IJi2ilp畷
神戸サウナ生田新道

露|~|;「

『

J §うらく

ﾖ §楽
グラタン小屋

悪っの銅貨
神戸市生田区北長狭通２Ｊ１１１４
金剛山西入るＴＥＬ3 9 1 - 1 4 3 8

スタンド
ＤＲｌＮＫＩＮＧIＮＧ

三宮生田新道農業会館南
神戸ビル地下ＴＥＬ3 3 1 - 9 6 1 3 」Ｌ

」神
戸
サ
ウ
ナ

ﾛ

元町匡

伊部＝罫

「壊楽」（ようらく）とは、凡語で“高貴な人の持物' ，という意味だそ
うで、このお店がお客の持ちものとして自由に気楽に安らげるようにと
いうところからきているらしい。
ママの西川陽子さんは、二年前に経験なしで初めてこのお店を持ったと
いう、すご－く家庭的な、日本的な雰囲気の上品な‘‘おかあさん' ' であ
る。ところは、生田新道農業会館南にある神戸ピルの地下。
“おかあさん”に続く女性陣は、由美さん、明美さん、忍さんと三人が
そろった女の舷。
つき出しも女の館らしく、家庭的な味のタニシがでたり、いろいろ手造
りの品がでるので、お酒好きにはありがたい。
ついせんだって二周年記念を終えたという、静かだけど、気分の落ちつ
く「珊楽」だ。オールド水割り4 0 0 円。
営業時間午後５時3 0 分よりﾕ 2 時迄

叔煉瓦に赤いグラスのローソクが影をつくり、舵輪の上のランプが漁網
とロープを暖かく照らす。これが賛沢を柔らかく包んだ“５つの銅貨”
のスペースだ。
鉄枠に自然石が埋茨るクールなテーブルだが、膝をつきあわせて、飲も
うじゃないか、喋ろうじゃないか、歌おうじゃないか、と楽しく誘いあ
える。
スペイン風のランプにマリオネット、インド製の木彫のスプーン＆フォ
ーク、柱にかかる玉惣はオランダ製の装飾、それに鉄製の馬車風ローソ
ク立て、そのどれもが、漁網とロープと光の中で調和して山小舎にいる
感じを与える。ホストがギターを弾けば、お客も歌うというなごやかな
スペースが神戸の夜を一段といろどっている。
グラタンやピザ・スープが美味しい。ＰＭ６：００～ＡＭ２：００

宮 ＝ = ゴー一一一 ' 三 . 国
人

ＮＮｌＥＳ

汗Ｌi毒素
一r －

÷I 蔀

司盤々鎖
金剛山
戸1４５

叫■
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